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　はじめに

ホ ウ キ ハ タ Epinephelus morrhua (Valenciennes, 

1833) と カ ケ ハ シ ハ タ Epinephelus radiatus (Day, 

1868)は，ともにインド・太平洋に広く分布するハ

タ科魚類である（Randall and Heemstra, 1991; Heem-

stra and Randall, 1993, 1999；瀬能，2013）．これら 2

種を含むハタ科魚類各種の分属に関しては見解が

統一されておらず，分子系統解析に基づくハタ科

魚類各種の帰属の再検討をおこなった Craig and 

Hastings (2007)とMa and Craig (2018)は，ホウキハ

タとカケハシハタの 2種を含むハタ科魚類 12種を

Mycteropercaに含めるとした．しかし，上記の研究

は分子系統解析にのみ基づいており，Mycteroperca

を支持する形態形質が見いだされていないことか

ら，現在のところ，上記 12種はいずれも Epine-

phelusに帰属されることが一般的である（Parenti 

and Randall, 2020）．

これら 2種は南日本広域から記録されており，

琉球列島においても散発的に記録されていたが（瀬

能，2013），トカラ列島からの記録はなかった．

2015年 7月 10日，トカラ列島口之島北方において

漁獲されたホウキハタとカケハシハタが 1個体ず

つ鹿児島市中央卸売市場魚類市場に水揚げされた．

これらは 2種のトカラ列島における標本に基づく

初めての記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Randall and Heemstra (1991)

に，ハタ科各種の帰属関係は Parenti and Randall 

(2020)にしたがった．標準体長は体長と表記し，

体各部の計測はノギスを用いて 0.1 mmまでおこ

なった．ホウキハタとカケハシハタの生鮮時の体

色の記載は，固定前に撮影されたトカラ列島産標

本（記載標本の項を参照）のカラー写真に基づく．

標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村

（2009）に準拠した．本報告に用いた標本は，鹿

児島大学総合研究博物館に保管されており，上記

の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録され

ている．本報告中で用いられている研究機関略号

は以下の通り：KAUM（鹿児島大学総合研究博

物館）；YCM（横須賀市自然・人文博物館）．

　結果と考察

Epinephelus morrhua (Valenciennes, 1833)

ホウキハタ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 77003，体長 383.0 mm，全長

459.0 mm，トカラ列島口之島北方（30°01′N, 

130°11′E），2015年 7月 10日，釣り（鹿児島市中

央卸売市場魚類市場にて購入），畑　晴陵．

記載　背鰭鰭条数 XI, 15；臀鰭鰭条数 III, 8；

胸鰭軟条数 17；腹鰭鰭条数 I, 5；側線有孔鱗数

64；鰓耙数 9 + 16．

体各部の体長に対する割合（%）：背鰭起部に

おける体高 37.0；胸鰭基底部における体幅 17.6；

頭長 44.2；吻長 12.6；眼窩径 6.8；眼隔域幅 7.2；
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眼下骨幅 4.9；上顎長 20.1；尾柄長 15.3；尾柄高

10.8；背鰭前長 40.1；臀鰭前長 72.3；腹鰭前長

43.1；背鰭基底長 56.1；背鰭第 1棘長 7.2；背鰭

第 2棘長 12.1；背鰭第 3棘長 14.8；背鰭第 4棘長

14.4；背鰭第 5棘長 14.0；背鰭第 6棘長 12.9；背

鰭第 7棘長 12.5；背鰭第 8棘長 12.5；背鰭第 9棘

長 11.5；背鰭第 10棘長 11.2；背鰭第 11棘長 9.1；

最長背鰭軟条（第 5軟条）長 14.9；臀鰭基底長

16.7；臀鰭第 1棘長 5.5；臀鰭第 2棘長 10.7；臀

鰭第 3棘長 10.7；最長臀鰭軟条（第 3軟条）長

16.5；尾鰭長 20.1；胸鰭長 22.6；腹鰭長 19.8；腹

鰭棘長 11.3．

体は前後方向に長い楕円形に近い形状を呈し，

やや側扁する．体背縁は吻端から背鰭起部にかけ

て上昇し，そこから尾鰭基底上端にかけて緩やか

に下降する．体腹縁は下顎先端から腹鰭起部にか

けて緩やかに下降し，そこから尾鰭基底下端にか

けて緩やかに上昇する．背鰭起部と背鰭第 1軟条

起部は鰓蓋後縁よりも前方と臀鰭第 2棘起部直上

にそれぞれ位置する．背鰭各棘間の鰭膜は下方に

切れ込む．背鰭第 1軟条は背鰭最後棘（第 11棘）

よりも明らかに長い．背鰭軟条部外縁は丸みを帯

びる．背鰭基底後端は臀鰭基底後端よりも後方に

位置する．胸鰭基底上端は背鰭第 2棘起部直下，

吻端よりもわずかに下方に位置する．胸鰭後縁は

丸みを帯び，胸鰭後端は背鰭第 8軟条起部直下に

達するが，肛門には達しない．腹鰭起部は背鰭第

2棘起部直下よりもわずかに後方，腹鰭基底後端

には背鰭第 3棘起部直下にそれぞれ位置する．た

たんだ腹鰭の後端は背鰭第 7棘起部よりも後方に

達するが，肛門には達しない．腹鰭最後の軟条は

体と鰭膜でつながる．腹鰭後縁は丸みを帯びる．

臀鰭と臀鰭第 1軟条の起部は背鰭第 11棘起部と

背鰭第 2軟条起部の直下にそれぞれ位置する．臀

鰭基底後端は背鰭第 9軟条起部直下に位置する．

臀鰭棘は第 2棘が最長．臀鰭軟条部外縁は丸みを

帯びる．尾鰭は円形に近い形状を呈し，背縁と腹

縁は直線状に近く，後縁は中央部が後方に膨出す

る．腹鰭は被鱗せず，腹鰭以外の各鰭は基底部付

近のみ小鱗に被われる．鼻孔は 2対で前鼻孔と後

鼻孔は互いに近接し，眼の前縁前方に位置する．

両鼻孔はともに正円形を呈し，前鼻孔後縁に皮弁

をそなえる．口は端位で口裂は大きく，上顎後端

は瞳孔の後端直下の僅かに後方に達する．両唇は

厚い．前鰓蓋骨後縁は細かな鋸歯状を呈し，下縁

は円滑．前鰓蓋骨隅角部に顕著な 3棘をそなえる．

Fig. 1. Fresh specimen of Epinephelus morrhua, north of Kuchino-shima island, Tokara Islands, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 
77003, 383.0 mm standard length).
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鰓蓋後縁は円滑．鰓蓋上部に 3棘をそなえる．体

は細かく剥がれにくい櫛鱗に被われるが，両唇，

胸鰭腋部は無鱗．側線は完全で，鰓蓋後部上方か

ら尾鰭基底部にかけて体背縁とほぼ平行にはし

る．側線管開口部は単一．上顎前部には左右で 1

対の犬歯状歯があり，その内側には小円錐歯が密

生し，歯帯を形成する．上顎側部には鋭い円錐歯

が 2列に並ぶ．鋤骨と口蓋骨には円錐歯が 1列に

並ぶ．下顎の前部には左右で 1対の犬歯状歯を有

し，その内側には小円錐歯が密生し，歯帯を形成

する．下顎側部には円錐歯が 2列に並ぶ．鰓耙は

細長く，先端は丸みを帯びる．鰓弁は細長い糸状．

色彩　生鮮時の色彩―体は一様に鳶色を呈し，

体側下部から体腹面にかけては明るい褐色．体側

上部に焦げ茶色の 4本の斜帯があり，いずれも体

軸に対して斜走する．1本目は眼の上後方から背

鰭起部にかけてはいる．2本目は鰓蓋後縁上方か

ら背鰭棘部基底中央にかけてはいり，背鰭棘部基

底中央において暗色斑となる．3本目は前鰓蓋後

縁上部から背鰭軟条部基底前部にかけてはいる．

4本目は 3本目の斜帯から背鰭第 4棘起部直下付

近において下方に分岐し，背鰭軟条部基底後端に

かけてはいる．また，体側下部には眼の下縁から

胸鰭基底上端を通り，臀鰭基底後端直上にかけて

と，吻端から胸鰭基底下端を通り，臀鰭起部直上

の体側にかけてはいる 2本の弧状線があり，上の

ものは暗褐色を，下のものは鶯茶色をそれぞれ呈

する．各鰭は一様に黄緑がかった黄土色．

分布　アフリカ東岸から南日本，クック諸島

にかけてのインド・太平洋に広く分布する

（Randall and Heemstra, 1991; Heemstra and Randall, 

1993, 1999；瀬能，2013; Hata, 2017a）．日本国内

においては，伊豆大島，小笠原諸島，相模湾から

九州南岸にかけての太平洋沿岸，種子島，屋久島，

口永良部島，奄美群島，沖縄諸島（瀬能，2013；

鏑木，2016；木村ほか，2017），および瀬戸内海

からも記録されており（Randall and Heemstra, 

1991），本研究によってトカラ列島北部における

分布も確認された．

備考　トカラ列島産の標本は，体側下部に弧

状の焦げ茶色の弧状線があること，尾鰭が円形を

呈すること，背鰭棘部基底中央に暗色斑があり，

鰓蓋後縁上方から背鰭棘部基底中央にかけてはい

る斜帯と連続すること，その斜帯の後方の斜帯が

鰓蓋後縁から始まり，胸鰭上方で 2本に分岐する

こと，第 1鰓弓上の鰓耙数が 9 + 16 = 25である

こと，前鰓蓋骨隅角部に鋭い 3棘を有すること，

背鰭軟条数が 16であること，背鰭各棘間の鰭膜

が深く切れ込むこと，側線管開口部が単一である

こ と な ど が，Lee (1990)，Randall and Heemstra 

(1991), Heemstra and Randall (1993, 1999)，および

瀬能（2013）の報告した Epinephelus morrhuaの

標徴とよく一致したため，本種に同定された．ホ

ウキハタは尾鰭が円形を呈することや，各鰭の鰭

条や鰓耙などの計数値が近似することや体側に斜

帯が複数はいることで，イヤゴハタ Epinephelus 

poecilonotus (Temminck and Schlegel, 1843)とカケ

ハシハタに類似するが，ホウキハタは体側下部の

みに弧状の斜帯を有し，体側上部の斑紋は前下方

へ向かうことでイヤゴハタ（体側の全ての斑紋が

弧状を呈する）とカケハシハタ（体側には弧状の

斑紋がなく，体側上半部に前下方に向かう斜帯が

約 5本ある）と識別される（Lee, 1990; Randall 

and Heemstra, 1991; Heemstra and Randall, 1993, 

1999；瀬能，2013）．

ホウキハタは薩南諸島において，屋久島（市

川ほか，1992），種子島東方（鏑木，2016），口永

良部島（木村ほか，2017），奄美大島（Nakae et 

al., 2018；桜井，2019）などから記録されているが，

トカラ列島における記録はなかった．したがって，

記載標本はホウキハタのトカラ列島における初め

ての記録となる．

Epinephelus radiatus (Day, 1868)

カケハシハタ　（Fig. 2）

標本　KAUM–I. 77002，体長 337.0 mm，全長

419.0 mm，トカラ列島口之島北方（30°01′N, 

130°11′E），2015年 7月 10日，釣り（鹿児島市中

央卸売市場魚類市場にて購入），畑　晴陵．

記載　背鰭鰭条数 XI, 15；臀鰭鰭条数 III, 8；

胸鰭軟条数 18；腹鰭鰭条数 I, 5；側線有孔鱗数
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64；鰓耙数 9 + 18．

体各部の体長に対する割合（%）：背鰭起部に

おける体高 35.3；胸鰭基底部における体幅 17.6；

頭長 46.3；吻長 12.1；眼窩径 7.7；眼隔域幅 6.0；

眼下骨幅 4.1；上顎長 21.4；尾柄長 16.7；尾柄高

10.8；背鰭前長 40.5；臀鰭前長 74.2；腹鰭前長

43.2；背鰭基底長 54.7；背鰭第 1棘長 7.6；背鰭

第 2棘長 15.1；背鰭第 3棘長 15.3；背鰭第 4棘長

15.7；背鰭第 5棘長 14.7；背鰭第 6棘長 13.9；背

鰭第 7棘長 12.7；背鰭第 8棘長 12.1；背鰭第 9棘

長 11.9；背鰭第 10 棘長 11.3；背鰭第 11 棘長

11.4；最長背鰭軟条（第 5軟条）長 16.2；臀鰭基

底長 16.3；臀鰭第 1 棘長 5.4；臀鰭第 2 棘長

12.0；臀鰭第 3棘長 13.0；最長臀鰭軟条（第 3軟条）

長 17.7；尾鰭長 22.1；胸鰭長 25.1；腹鰭長 20.2；

腹鰭棘長 13.2．

体は前後方向に長い楕円形に近い形状を呈し，

やや側扁する．体背縁は吻端から背鰭起部にかけ

て上昇し，そこから尾鰭基底上端にかけて緩やか

に下降する．体腹縁は下顎先端から腹鰭起部にか

けて緩やかに下降し，そこから尾鰭基底下端にか

けて緩やかに上昇する．腹鰭起部は鰓蓋後端より

も前方に位置し，腹鰭最後軟条基底後端は背鰭第

2棘起部よりもわずかに後方に位置する．たたん

だ腹鰭の後端は背鰭第 7棘起部よりも後方に達す

るが，肛門には達しない．腹鰭最後の軟条は体と

鰭膜でつながる．腹鰭外縁は丸みを帯びる．胸鰭

基底上端は腹鰭起部よりもわずかに後方，吻端よ

りも下方に位置する．胸鰭基底下端は背鰭第 2棘

起部よりもわずかに後方に位置する．胸鰭外縁は

丸みを帯びる．胸鰭後端は背鰭第 9棘起部直下に

達する．背鰭起部と背鰭第 1軟条起部は胸鰭基底

上端よりもわずかに後方と臀鰭第 1軟条起部直上

にそれぞれ位置する．背鰭各棘間の鰭膜は下方に

切れ込む．背鰭第 1軟条は背鰭最後棘（第 11棘）

よりも明らかに長い．背鰭軟条部外縁は丸みを帯

びる．背鰭基底後端は臀鰭基底後端よりも後方に

位置する．臀鰭起部は背鰭第 11棘起部直下，臀

鰭第 1軟条起部は背鰭第 2軟条起部直下にそれぞ

れ位置する．臀鰭棘は第 2棘が最長．臀鰭軟条部

外縁は丸みを帯びる．尾鰭は円形に近い形状を呈

し，背縁と腹縁は直線状に近く，後縁は中央部が

後方に膨出する．腹鰭は被鱗せず，腹鰭以外の各

鰭は基底部付近のみ小鱗に被われる．鼻孔は 2対

で前鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，眼の前縁前方

に位置する．両鼻孔はともに正円形を呈し，前鼻

孔後縁に皮弁をそなえる．口は端位で口裂は大き

く，上顎後端は瞳孔の後端直下の僅かに後方に達

Fig. 2. Fresh specimen of Epinephelus radiatus, north of Kuchino-shima island, Tokara Islands, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 
77002, 337.0 mm standard length).
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する．両唇は厚い．前鰓蓋骨後縁は細かな鋸歯状

を呈し，下縁は円滑．前鰓蓋骨隅角部に顕著な 2

棘をそなえる．鰓蓋後縁は円滑．鰓蓋上部に 2棘

をそなえる．体は細かく剥がれにくい櫛鱗に被わ

れるが，両唇，胸鰭腋部は無鱗．側線は完全で，

鰓蓋後部上方から尾鰭基底部にかけて体背縁とほ

ぼ平行にはしる．側線管開口部は単一．上顎前部

には左右で 1対の犬歯状歯があり，その内側には

小円錐歯が密生し，歯帯を形成する．上顎側部に

は円錐歯が 1列に並ぶ．下顎の前部には左右で 1

対の犬歯状歯を有し，下顎側部には円錐歯が前部

で 2列に，後部で 1列に並ぶ．鋤骨と口蓋骨には

小円錐歯が密生し，絨毛状を呈する．鰓耙は細長

く，先端は丸みを帯びる．鰓弁は細長い糸状．な

お，眼は釣獲に伴う水圧変化によるものと思われ

る著しい突出を起こしていた．また，同様に胃の

逆転も生じていたが，標本としての処理の際に，

正常位への復元をおこなった．

色彩　生鮮時の色彩―体は鳶色を呈し，体側

下半部から腹面にかけては淡い．体側上部には焦

げ茶色に縁どられた 5本の幅広い淡色帯があり，

いずれも体軸に対して斜走する．1本目は眼の後

縁から項部側面にかけてはいる．2本目は前鰓蓋

骨後縁上部から背鰭基底前部にかけてはいり，や

や弓なりに湾曲する．3本目は鰓蓋後端上部から

背鰭基底中央部にかけてわずかに湾曲し，4本目

はたたんだ胸鰭後端の後端付近から背鰭軟状部基

底中央部にかけて体軸に対して斜めに直走する．

5本目は尾柄部にあり，体軸に対して斜めに直走

し，これらの淡色帯の中で最も不明瞭，これら 5

本の淡色帯には，焦げ茶色の小斑点が散在する．

また，それぞれの淡色帯の間には焦げ茶色に細く

縁どられた雲状斑が散在し，それら雲状斑には焦

げ茶色の小斑点が散在する．尾柄部には淡色雲状

斑が密にはいる．眼から斜め下方に向かい，2本

の焦げ茶色の細い斜帯が鰓蓋後端にかけてはい

る．上顎上縁から下鰓蓋骨後縁にかけてやや不明

瞭な暗褐色の斜帯がある．胸鰭基底下端よりも下

方の体側には模様がない．背鰭は黄緑がかった茶

色を呈し，棘部では前部において各棘間の鰭膜に

小暗色斑があり，棘部後部においては鰭膜の地色

は白色がかり，各棘上に不規則な暗色斑が並ぶ．

背鰭軟条部は縁辺部は一様に黄緑がかった茶色を

呈し，基底部付近においては焦げ茶色の地色に白

色雲状斑が密にはいる．胸鰭，腹鰭，および臀鰭

に模様はなく，各軟条はやや暗い若草色を呈し，

各軟条間の鰭膜は明褐色．腹鰭と臀鰭の各棘は茶

褐色．尾鰭は後部はやや暗い若草色を呈し，基底

部付近においては茶褐色．また，尾鰭の基底部付

近には不規則な白色斑が散在する．

分布　紅海から南日本にかけてのインド・西

太平洋に散発的に分布し，紅海，オマーン湾，モー

リシャス，レユニオン島，スリランカ，インド東

岸，チャゴス諸島，アンダマン・ニコバル諸島，オー

ストラリア北西部，グレートバリアリーフ，パプ

アニューギニア，フィリピン・パナイ島，台湾，

南日本などから記録されている（Lee, 1990; 

Randall and Heemstra, 1991; Heemstra and Randall, 

1993, 1999; Kramer et al., 1994; Rajan et al., 2013；

瀬能，2013; Chiang et al., 2014; Hata, 2017b）．日本

国内においては長崎県佐世保，相模湾，駿河湾，

和歌山県，土佐湾，愛媛県深浦，大隅諸島種子島，

奄美群島奄美大島・与論島，沖縄島中城湾，慶良

間諸島渡嘉敷島などから記録されており（三浦，

2012；瀬能，2013；池田・中坊，2015；鏑木，

2016；西村ほか，2016; Nakae et al., 2018；桜井，

2018, 2019），本研究により，トカラ列島北部にお

ける分布が確認された．

備考　トカラ列島産の標本は，暗色に縁取ら

れる 5本の斜帯が体側上半部にはいること，体高

が体長の 35.3%であること，第 1鰓弓上の鰓耙

数が 9 + 18 = 27であること，前鰓蓋骨隅角部に

顕著な 2棘をそなえること，側線有孔鱗数が 64

であること，背鰭軟条数が 15であること，背鰭

各棘間の鰭膜が深く切れ込むこと，側線管開口部

が単一であることなどが，Lee (1990)，Randall 

and Heemstra (1991)，Heemstra and Randall (1993, 

1999)，および瀬能（2013）の報告した E. radiatus

の標徴とよく一致したため，本種に同定された．

カケハシハタは Franz (1910)によって神奈川県

横浜と逗子から得られた Epinephelus doederleinii

［現在は E. radiatusの新参異名とされている
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（Randall and Heemstra, 1991; Heemstra and Randall, 

1993）］として記載されて以降，駿河湾（黒田，

1951），和歌山県田辺市（Tanaka, 1927），東牟婁

郡串本町，西牟婁郡白浜町，日高郡印南町（池田・

中坊，2015），高知県（Kamohara, 1958, 1964），

愛媛県愛南町深浦（高木ほか，2010），長崎県佐

世保市相浦（道津・冨山，1967）などの南日本各

地から散発的に記録されている．また，かつては

本種の和名はタケアラとされることも少なくな

かったが［例えば Tanaka (1927)や，Masuda (1942)，

松原（1955），Katayama (1960)］，近年ではカケハ

シハタとされることがほとんどである（例えば，

瀬能，2013；桜井，2018, 2019）．なお，工藤ほか

（2019）は神奈川県三浦市城ヶ島梶の浜から得ら

れたハタ科魚類の標本（YCM-P 46309，体長 50.5 

mm）をカケハシハタとして報告したが，この個

体は体が明褐色を呈し，体側上部に 4本の茶色の

斜帯があることから，ホウキハタと思われる．

琉球列島におけるカケハシハタの記録として

は種子島（鏑木，2016），奄美大島（Tanaka, 

1927; Randall and Heemstra, 1991； 藤 山，2004），

与論島（桜井，2018, 2019），沖縄島名護市東方（川

崎，1990），中城湾（三浦，2012），慶良間諸島渡

嘉敷島（西村ほか，2016），宮古島北東方（川崎，

1990），八重山諸島（太田，2007）から散発的に

記録がある．カケハシハタのトカラ列島における

分布記録はこれまで報告されておらず，本報告は

本種のトカラ列島における初めての記録となる．

Heemstra and Randall (1999)は西太平洋熱帯域

においてはカケハシハタが明らかに稀な種である

とし，太田（2007）は八重山諸島の沿岸海域にお

いて，2006年の 1年間に 57個体計 64 kgのカケ

ハシハタが漁獲されていることを報告している

が，同じハタ科のスジアラ Plectropomus leopardus 

(Lacepède, 1802)が同期間に 11661個体 14511 kg，

ナミハタ Epinephelus ongus (Bloch, 1790)が 32380

個体 10708 kg漁獲されているのに対して極端に

少ない．また，三浦（2012）は知念市場に水揚げ

された中城湾産の重量 2.7 kgのカケハシハタの写

真を報告したが，その水揚げは稀としている．こ

れらのことから，カケハシハタは琉球列島におい

て，単に記録例が少ないのみでなく，個体数も少

ないものと思われる．なお，中村ほか（2018）は

屋久島一湊近海で撮影された，カケハシハタとイ

ヤゴハタの天然交雑個体と思われる個体の水中写

真を報告すると同時に，その発生要因の一つに琉

球列島におけるカケハシハタの個体数が極端に少

ないことを挙げている．これらのことから，トカ

ラ列島においても，カケハシハタの出現は稀な事

象であると思われる．
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